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著書数         7編 

原著数       17編 

そのうちインパクトファクターの合計    68.305 

総説数                13 編 

学会発表数       39編 
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A six-month update, J Clin Oncol, 

38(15suppl):7511, 20200520, #32.956, 
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doi:10.1182/blood-2020-139147 

 

 

 

（４）総   説 

 

Kiyoi H, Yamaguchi H, Maeda Y, Yamauchi T. JSH 

Practical Guidelines for Hematological 

Malignancies, 2018: I. Leukemia-1. Acute 

myeloid leukemia (AML), Int J Hematol, 2020 

May;111(5):595-613, Epub 2020 Mar 23, #2.245, 

doi:10.1007/s12185-020-02856-3. 

 

Asaoka K, Watanabe Y, Itoh K, Hosono N, Hirota 

T, Ikawa M, Yamaguchi T, Hatta S, Imamura Y, 

Nishino I, Yamauchi T, Iwasaki H. A case of 

eosinophilic fasciitis without skin 

manifestations: a case report in a patient with 

lupus and literature review, Clin Rheumatol, 

20200924, #2.394, 
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１）国際レベル 
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agents in leukemia, The 4th International 
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SYMPOSIUM. 
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Fukushima K, Chi S, Shibayama H, Hosono N, 

Yamauchi T, Katagiri S, Gotoh A, Morishita T, 

Yanada M, Yamamoto K,  Fujishima N, Takahashi 

N, Ogasawara R, Kondo T, Utsu Y, Aotsuka N, Usuki 

K, Ono T, Kobayashi T, Kuroda J, Horiguchi H,  

Iyama S, Fukuhara S, Izutsu K, Nakamura M, 

Kojima K, Miyamoto K, Minami Y. Genomic Analysis 

of FLT3 Mutations in a Comprehensive NGS 

Multicenter Study of AML: HM-Screen-Japan 01, 
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細野奈穂子. Treatment strategy for AML in Japan, 
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廣田智哉. 生物学的製剤の使用に関連する感染症, 

第 90 回日本感染症学会西日本地方会学術集会, 

20201105, 福岡（ハイブリッド開催） 

 

山内高弘. Antibody-drug conjugate in acute 
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急性リンパ性白血病(T-ALL)から急性骨髄性白血

病(AML)に形質転換した一例, 第 21 回日本検査血

液学会学術集会, 20200711Web 開催. 

 

Takahiro Yamauchi, Ilseung Choi, Noriko 

Fukuhara, Kensuke Usuki, Jalaja Potluri, Paulo 

Maciag, Ahmed Hamed Salem, Wan-Jen Hong, 

Hideyuki Honda, Yasuko Nishimura, Sumiko Okubo, 

Shuichi Taniguchi. Venetoclax plus azacitidine 

in Japanese patients with newly diagnosed or 

relapsed/refractory AML, 第 82 回日本血液学会

学術集会, 20201009, WEB 開催. 

 

新家裕朗, 位田奈緒子, 大蔵美幸, 松田安史, 森

田美穂子, 根来英樹, 細野奈穂子, 稲井邦博, 岩

崎博道, 山内高弘. The fluctuant quality of 

protective environment affected by seasons and 

office hours, 季節と業務時間が防護環境に及ぼ

す影響の検討, 第 82 回日本血液学会学術集会, 

20201009 WEB 開催. 

 

大岩 加奈, 李 心, 藤田 慧, 森下哲司, 塚崎 光, 

根来英樹, 楠本 茂, 上田孝典, 飯田真介, 山内

高 弘 . Utility of the Geriatric 8 for the 

prediction of therapy-related 



toxicity in elderly DLBCL patients, 高齢者

DLBCL における治療関連毒性予測に関する

Geriatric 8 の有用性, 第 82 回日本血液学会学術

集会, 20201010, WEB 開催 

 

李 心, 藤田 慧, 森下哲司, 根来英樹, 大岩加奈, 

塚崎 光, 原 武志, 鶴見 寿, 上田孝典, 山内高

弘 . Impact of relative dose intensity on 

survival in elderly patients aged 80 years and 

older with DLBCL, 80 歳以上の DLBCL における相

対治療強度が予後に及ぼす影響, 第 82回日本血液

学会学術集会, 20201009 WEB 開催. 

 

藤田 慧, 李 心, 森下哲司, 根来英樹, 大岩加奈, 

塚崎 光, 原 武志, 鶴見 寿, 河合泰一, 上田孝

典, 山内高弘. 老人栄養リスク指数（GNRI）は高

齢の DLBCL 患者において予後予測因子となる。 第

82 回日本血液学会学術集会, 20201009, WEB 開催. 

 

森田美穂子, 岸 慎治, 位田奈緒子, 新家裕朗, 

大蔵美幸, 松田安史, 細野奈穂子, 根来英樹, 上

田孝典, 山内高弘. Serum uric acid levels are 

potential prognostic indicators for clinical 

outcome of DLBCL, 血清尿酸値は DLBCL において

予後予測因子となりうる, 第 82回日本血液学会学

術集会, 20201009 WEB 開催 

 

大蔵美幸, 加藤光次, 鈴宮淳司, 伊豆津宏二, 錦

織桃子, 柴山浩彦, 前田嘉信, 吉村健一, 立石宇

貴秀, 宮本敏浩, 石川 淳, 賴 晋也, 高橋 勉, 

赤司浩一, 金倉 譲. 再発/再燃濾胞性リンパ腫に

おけるベンダムスチン+リツキシマブ療法後 PETは

無増悪生存割合を予測する, 第 82回日本血液学会

学術集会, 20201009 WEB 開催. 

 

細野奈穂子, 木村俊一, 藤田浩之, 半田 寛, 平

本展大, 南口仁志, 高橋 勉, 加藤英明, 小野孝

明, 神田善伸, 清井 仁, 松村 到, 宮﨑泰司. 

急性白血病化学療法時の真菌感染症管理の実態：

JALSG アンケート調査 2019, 第 82 回日本血液学会

学術集会, 20201009, WEB 開催. 

 

保仙直毅, 吉原 哲, 高松博幸, 李 政樹, 永田泰
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皆内康一郎, 黒田純也, 鈴木利貴央, 西村倫子, 

魚嶋伸彦, 中前博久, 河野 和, 水野石一, 五明

広志, 鈴木憲史, 尾崎修治, 中村信元, 今井陽一, 

木崎昌弘, 根来英樹, 半田 寛, 飯田真介. 多発

性骨髄腫における活性型インテグリンβ7 の発現

の解析, 第 82 回日本血液学会学術集会, 20201009, 

WEB 開催. 

 

木村俊一, 藤田浩之, 半田 寛, 平本展大, 細野

奈穂子, 南口仁志, 高橋 勉, 加藤英明, 小野孝

明, 神田善伸, 清井 仁, 松村 到, 宮﨑泰司. 

急性白血病化学療法時の感染症管理の実態（真菌

感染症を除く）：JALSG アンケート調査 2019, 第 82

回日本血液学会学術集会, 20201009, WEB 開催. 

 

位田奈緒子, 大蔵美幸, 細野奈穂子, 山内高弘. 

急性リンパ性白血病の予後予測因子としての末梢

血中の芽球数と WT1 mRNA, 第 82 回日本血液学会学

術集会, 20201010, WEB 開催. 

 

村上五月, 李 政樹, 伊藤公人, 中村信彦, 笠原

千嗣, 稲垣裕一郎, 黒田純也, 吉満 誠, 岡本晃

直, 福原規子, 田地浩史, 永井宏和, 飯田浩充, 

花村一朗, 辻村秀樹, 大蔵美幸, 倉田美穂, 熱田

由子, 飯田真介. 初発の移植非適応多発性骨髄腫

患者を対象とした週 1 回 BLd 療法おける第 2 相試

験, 第 82 回日本血液学会学術集会, 20201010 WEB

開催. 

 

飯田真介, 丸山 大, 町田龍之介, 楠本 茂, 福原

規子, 山内寛彦, 宮崎香奈, 吉満 誠, 黒田純也, 

塚本憲史, 辻村秀樹, 半下石 明, 山内高弘, 内

海貴彦, 水野石一, 高松 泰, 永田泰之, 皆内康

一郎, 大塚英一, 花村一朗, 鈴木康裕, 吉田真一

郎, 山崎 聡, 末廣陽子, 神山祐太郎, 渡部裕子, 

飛内賢正, 塚崎邦弘, 永井宏和. 未治療多発性骨

髄腫に対する MPB 療法変法のランダム化第 II相試

験（JCOG1105 最終解析）, 第 82 回日本血液学会学

術集会, 20201010 WEB 開催. 

 

福島健太郎, 柴山浩彦, 宮本憲一, 細野奈穂子, 

山内高弘, 片桐誠一朗, 後藤明彦, 森下喬允, 柳

田正光, 山本一仁, 藤島直仁, 高橋直人, 小笠原

励起, 近藤 健, 宇津欣和, 青墳信之, 臼杵憲祐, 

小野孝明, 古林 勉, 黒田純也, 堀口拓人, 井山 

諭, 福原 傑, 伊豆津宏二, 神原悠輔, 江口基紀, 

湯田淳一朗, 山内寛彦, 南 陽介. 急性骨髄性白

血病における Flt3 変異の重要性：HM-SCREEN 01 試

験の中間解析より, 第 82回日本血液学会学術集会, 

20201010 WEB 開催. 

 

宮本憲一, 福島健太郎, 柴山浩彦, 細野奈穂子, 

山内高弘, 片桐誠一朗, 後藤明彦, 森下喬允, 柳

田正光, 山本一仁, 藤島直仁, 高橋直人, 小笠原



励起, 近藤 健, 宇津欣和, 青墳信之, 臼杵憲祐, 

小野孝明, 古林 勉, 黒田純也, 堀口拓人, 井山 

諭, 福原 傑, 伊豆津宏二, 神原悠輔, 江口基紀, 

湯田淳一朗, 山内寛彦, 南 陽介. 多施設共同観

察研究 HM screen Japan 01 の中間解析結果, 第 82

回日本血液学会学術集会, 20201010, WEB 開催. 

 

西 理恵, 松田安史, 鎌谷直之, 山内高弘. 

MTAP(methylthioadenosine phosphorylase)欠損リ

ンパ系腫瘍細胞株に対する代謝拮抗薬の増殖抑制

効果, 第 54 回日本痛風・尿酸核酸学会総会, 

20210211, オンライン開催. 

 

森田美穂子, 牧野嶋秀樹, 丸山亜美, 山内高弘. 

所蔵確認造血器腫瘍の化学療法時における腫瘍崩

壊症候群に対するメタボローム解析, 第 54回日本

痛風・尿酸核酸学会総会, 20210211, オンライン

開催. 

 

李 心, 藤田 慧, 森下哲司, 根来英樹, 大岩加

奈, 塚崎 光, 原 武志, 鶴見 寿, 上田孝典, 

山内高弘. Association between relative dose 

intensity and prognosis in patients aged 80 

years and older with DLBCL, 第 18 回日本臨床腫

瘍学会学術集会, 20210220, Virtual Congress. 

 

④一般講演（ポスター） 

大蔵美幸, 位田奈緒子, 森田美穂子, 細野奈穂子, 

山内高弘. 原因不明の成人ビタミン K 依存性凝固

因子異常症, 第 21 回日本検査血液学会学術集会, 

20200711Web 開催. 

 

根来英樹, 浦崎芳正, 位田奈緒子, 新家裕朗, 大

蔵美幸, 松田安史, 森田美穂子, 細野奈穂子, 上

田孝典, 山内高弘. T細胞リンパ腫細胞株における

darinaparsin と他の新規末梢 T 細胞リンパ腫化学

療法薬との併用効果の検討, 第 82回日本血液学会

学術集会, 20201009 WEB 開催. 

 

松田安史, 位田奈緒子, 新家裕朗, 森田美穂子, 

大蔵美幸, 根来英樹, 海老田ゆみえ, 細野奈穂子, 

山内高弘. 当院における貯血式自己血輸血の製剤

廃棄の現状と課題, 第 82回日本血液学会学術集会, 

20201009, WEB 開催. 

 

 

 

 

 

３）地域レベル 

①招待・特別講演等 

山内高弘. 急性白血病治療の最近の進歩, 第 81回

日本内科学会北陸支部生涯教育講演会, 吉田郡, 

20200906 

 

②一般講演（口演） 

根来英樹, 廣田智哉, 大蔵美幸, 松田安史, 細野

奈穂子, 山内高弘. ステロイドが奏効したシェー

グレン症候群に伴う微小 PNH 血球陽性骨髄不全, 

第 39 回日本血液学会北陸地方会,  20210710 

 

廣田智哉，松田安史，位田奈緒子，新家裕朗，大

蔵美幸，森田美穂子，根来英樹，細野奈穂子，山

内 高 弘 ， 岩 崎 博 道 . Favipiravir お よ び

minocycline の早期投与が奏功した COVID-19 肺炎

の 1 例, 第 242 回日本内科学会北陸地方会, 吉田

郡, 20200906 

 

４）その他研究会・集会 

①シンポジスト・パネリスト等 

大蔵美幸. 症例から学ぶ～再発・難治性 ALL にお

けるベスポンサの有用性・安全性～, Leukemia 

Internet Symposium, 20201031 

 

②一般講演（口演） 

根来英樹. 当院における濾胞性リンパ腫の治療戦

略, トレアキシン Meet the Expert Web Seminar in 

Fukui, 福井市, 20200929 

 

③一般講演 

大蔵美幸. 当院における非移植例での使用経験, 

Pfizer BESPONSA Internet Symposium ～再発/難

治性 ALL のサルベージを考える～, 20200729 

 

根来英樹. 福井大学における遺伝子パネル検査の

現状, 福井がんゲノム医療セミナー, 20200925 

 

大蔵美幸. 当院における非移植例でのベスポンサ

の使用経験, 多摩臨床血液セミナー, 20201106 

 

細野奈穂子. 高齢者 AML の新たな治療戦略 ～

Actionable mutation of FLT3～, Tokyo Hematology 

Conference Web Seminar, 20210120 

 

細野奈穂子. 高齢者 AML の治療を考える ～Fit, 

Unfit それぞれの戦略～, AML Symposium ～FLT3

阻害剤による新たな治療戦略を考える～, 

20210126 



根来英樹, 高齢者悪性リンパ腫の治療戦略, 第 71

回北陸造血器腫瘍研究会, 20210224 

 

細野奈穂子. FLT3 阻害薬 AML 治療新時代のフロン

トランナー, AML Symposium ～FLT3 阻害剤による

新たな治療戦略を考える～, 20210226 

 

根来英樹, 高齢者 DLBCL に対する治療強度の重要

性, Hematologist Meeting 高齢者リンパ腫治療を

考える, 20210308 

 

根来英樹, 俺の PTCL治療戦略について考える, 俺

の PTCL WEB Seminar, 20210329 

 

（６）そ の 他 
 

Itoh K, Shigemi H, Chihara K, Sada K, Yamauchi 

T, Iwasaki H. 2020 年度福井大学優秀論文賞, 

Caspofungin suppresses zymosan-induced 

cytokine and chemokine release in THP-1 cells: 

possible involvement of the spleen tyrosine 

kinase pathway. 

 

Lee S, Fujita K, Morishita T, Negoro E, Oiwa K, 

Tsukasaki H, Yamamura O, Ueda T, Yamauchi T. 

2020 年度福井大学優秀論文賞, Prognostic 

utility of a geriatric nutritional risk index 

in combination with a comorbidity index in 

elderly patients with diffuse large B cell 

lymphoma. 

 

Oiwa K, Fujita K, Lee S, Morishita T, Tsukasaki 

H, Negoro E, Ueda T, Yamauchi T. 2020 年度福井

大学優秀論文賞, Utility of the Geriatric 8 for 

the Prediction of Therapy-Related Toxicity in 

Older Adults with Diffuse Large B-Cell 

Lymphoma. 

 

山内高弘. 濾胞性リンパ腫におけるトリートメン

トフロー, 2020.04 

 

山内高弘. ビダーザ注射用 100mg 使用の実際

Vol.26 (血球推移に対する Dr’s コメント), 

2020.09 

 

細野奈穂子. ビダーザ注射用 100mg 使用の実際

Vol.26 (血球推移に対する Dr’s コメント), 

2020.09 

 

大蔵美幸. PfizerPRO ベスポンサ製品サイト監修, 

2020.12 

 

山内高弘. 「ベネクレクスタを服用される患者さ

んへ」資材監修, 20210226 

 

（７）座 長 

 

山内高弘. Pfizer BESPONSA Internet Symposium 

～再発/難治性 ALL のサルベージを考える～, 

20200729 

 

山内高弘. Fukui MPN Online Forum 2020, 20200904 

 

山内高弘. 福井急性白血病フォーラム 2020, 

20200908 

 

山内高弘. トレアキシンMeet the Expert in 福井, 

20200929 

 

山内高弘. 京滋北陸ニンラーロ Web 講演会, 

20201006 

 

山内高弘. AML に対する新規分子標的治療 Novel 

Molecular-Targeted Therapy for AML, 第 82 回日

本血液学会学術集会, 20201009, WEB 開催 

 

山内高弘. ランチョンセミナー3-8, 第 82 回日本

血液学会学術集会, 20201011, WEB 開催 

 

山内高弘. Fukui B-cell Clinical Online Seminar, 

20201023 

 

山内高弘. 福井県 CML フォーラム, 20201110 

 

山内高弘. サークリサ発売記念講演会 in 福井, 

20201113 

 

山内高弘. MM Treatment Online Meeting in Fukui, 

20201127 

 

山内高弘. 北陸造血細胞移植 web セミナー2020, 

20201130 

 

山内高弘. Hematology Forum in FUKUI, 20201208 

 

山内高弘. BMS Hematology Web Seminar, 20201222 

 

根来英樹. MM Conference in Hokuriku, 20210205 



山内高弘. Management of relapsed or refractory 

FLT3-mutated AML, 第 18 回日本臨床腫瘍学会学術

集会メディカルセミナー19, 20210220 

 

山内高弘. 早春の血液疾患学校 in北陸, 20210311 

 

山内高弘. FUKUI Hematology Interactive Seminar, 

20210319 

 

山内高弘. 福井県肉腫治療研究会, 20210323 

 

山内高弘. 北陸 ALL フォーラム, 20210330 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


